
様式第９

１．実施した計画の基本的な事項

（１）基礎情報

ア．対象地域

構成市町村等名

地域内総人口（人）

地域総面積（㎢）

地域の要件 豪雪 山村 過疎 その他

地域の要件がその他の場合は
具体的に記載

組合名称（設立年月日）

組合を構成する市町村

イ．計画実施期間

開始年月日

終了年月日

計画期間

２　目標の達成状況

（生活排水の処理）

人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比

処理形態別人口 8,676人 52.5% 8,540人 59.1% 7,857人 56.0%

1,097人 6.6% 1,057人 7.3% 943人 6.7%

1,745人 10.6% 2,182人 15.1% 1,546人 11.0%

11,518人 69.7% 11,779人 81.5% 10,346人 73.8%

664人 4.0% 385人 2.7% 531人 3.8%

4,340人 26.3% 2,283人 15.8% 3,150人 22.5%

5,004人 30.3% 2,668人 18.5% 3,681人 26.2%

16,522人 100.0% 14,447人 100.0% 14,027人 100.0%

し尿・汚泥の量

３　目標達成に向けた施策状況

目標指標

ア．一般廃棄
物の排出量に
関する事項
イ．一般廃棄
物の再生利用
量に関する事
項
ウ．一般廃棄
物の最終処分
量に関する事
項

エ. 一般廃棄
物のエネル
ギー回収量に
関する事項

オ．処理形態
別人口に関す
る事項
カ．し尿・汚
泥の量に関す
る事項
その他

４　目標の達成状況に関する評価

（都道府県知事の所見）

※令和６年３月31日までに承認された地域計画については、なお従前の様式にて提出できるものとする。

合併処理浄化槽等については汚水衛生処理人口の伸びは少なかったものの、全体の汚水衛生処理人口は平成30年度から令和6年度までに約4％増
加し、汚水衛生未処理人口についても、少しずつ減少していることから、生活排水処理の改善に寄与したと考えられる。今後も引き続き浄化槽
整備の推進に取り組んでいただきたい。

三種町では、浄化槽設置整備事業で合併浄化槽を29基設置した。5ヶ年で50基の設置計画だったので目標を下回ってしまった。
町の広報等に掲載し普及促進を進めてきたが、設置希望者が予算の都合等で取りやめたことや新築戸数の減少などが原因と思われる。

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書

令和2年4月1日

令和7年3月31日

5年

三種町

16,522

247.98

湖沼水質保全特別措置法第３条第２項に指定する区域

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

小計：汚水衛生処理人口

合併処理浄化槽等

農業集落排水施設等

公共下水道

4,470キロリットル

1,956キロリットル

2,514キロリットル

3,977キロリットル

2,194キロリットル

1,783キロリットル

浄化槽設置整備事業　事業実施期間：令和2年度～令和6年度　実績：個人設置型浄化槽　29基

令和6年度実績令和6年度目標平成30年度現状

5,184キロリットル

1,923キロリットル

3,261キロリットル

生活排水処理に関する指標

合計

浄化槽汚泥量

汲取りし尿量

合計：総人口

小計：未処理人口

非水洗化人口

単独処理浄化槽等

目標達成への施策状況


